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研究成果の概要（和文）：　モーションキャプチャ技術などを利用して，無形文化財のデジタル・アーカイブと，その
デジタルデータを利用して，動作解析，動作認識，コンテンツ制作などに利用するための広汎な研究を行った．具体的
な成果は，複数演技者による舞踊動作における同期現象の解明，祇園祭山鉾巡行の記録とＶＲ再現，仮想ダンスコラボ
レーション，身体動作データベースと身体動作の類似性に基づく，データ検索手法，舞踊譜Labanotation を用いた舞
踊動作の記録と動作の再現のためのシステムLabanEditorの開発．また，これの能の仕舞動作への適用．ストリートダ
ンス身体動作の教育支援システム，などである．

研究成果の概要（英文）：The scope of this research project covers digital archiving of intangible cultural
 properties with motion capture technologies, virtual reality contents development and analysis of human b
ody motion including motion recognition. Actual research results are as follows: investigation of motion s
ynchronization in dance motion among multiple dancers, VR reproduction of the float procession in Gion fes
tival, virtual dance collaboration, similarity-based retrieval of human body motions for body motion datab
ases, development of LabanEditor system for recording and reproduction of dance body motion with Labanotat
ion, as well as the support system for teaching body motion in street dances.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の長期的な目標は，主に日本におけ

る無形文化財の身体動作の情報を，デジタル技

術によって計測・保存し，継承するとともに，蓄

積された多くの動作データを定量的に解析する

ことによって，人間にとって舞踊や芸能とは何か

について解明しようとすることである．すでに，平

成１６年度より１８年度まで，および１９年度より２

１年度まで，それぞれ基盤研究Ｂの交付を受け，

モーションキャプチャ技術を利用してさまざまな

観点から研究を行ってきており，以下のようない

くつかの成果を生むことができていた． 

（１）モーションキャプチャによる日本舞踊

の動作データから，動作を表現する特徴量を

抽出し，これにより動作・舞踊家の識別など

が可能なことが確認できた．（２）ラバン動作

解析(LMA)の考え方を利用して，動作データか

らその動作の「質」を表現する特徴量を抽出

することができた．（３）動作の類似性などに

基づく舞踊動作の検索手法を開発した．（４）

連続した舞踊の切れ目をみつけるセグメンテ

ーションの手法を開発し評価した．（５）キャ

プチャした伝統芸能を再現するのにふさわし

い環境として，能舞台や歌舞伎小屋の精密な

ＣＧ復元を行い，この上で舞踊のアニメーシ

ョンを作成した．（６）キャプチャした動作デ

ータを利用し，リアルタイム仮想ダンスコラ

ボレーションを行うための動作認識などの研

究開発を行った．（７）筋電図や足底圧，眼球

運動の情報を計測し，動作との関連を解析し

た．（８）身体動作の特徴と動作が観察者に与

える感性的要素との関連について明らかにし，

動作特徴と感性情報との関連性を導いた． 

以上の研究経過と成果をふまえ，今回の研究

開始時点では，これらの研究もさらに継続させな

がら，より広い対象へと進展することを計画した． 

 
２．研究の目的 
ロボティクスやインタフェースの分野では，複

数対象の動作の同期や引き込みの現象の解析

が行われている．しかし，無形文化財の動作解

析の分野では，未だ単独動作を対象としたもの

が大部分で，複数人同時記録と解析はほとんど

行われていない．また，海外でも文化遺産プロ

ジェクトが盛んになっており，劇場や寺院など

の建造物の再現だけではなく，それぞれの時代

の演劇，あるいは生活の様子など，人間の動作

の様子を加えて表現するという方向が始まってい

る．このように，本研究においても，従来の研究

成果を踏まえ，今後は複数動作を対象としたダ

ンスや古典舞踊など，無形文化の動作計測・解

析・再現，および，祭礼や劇場演劇など，大規模

な文化事象の記録と再現に取り組むことを研究

の目的とした． 

 
３．研究の方法 
本研究は，従来取り組んできた科研費のプ

ロジェクトと同様，情報工学の研究者と芸能，

舞踊，地理などの人文系研究者との協業によ

り実施する．対象とする舞踊も，分担者の人

脈により，能・歌舞伎・日本舞踊などについ

て，専門（プロ）の演技者の動作を計測し，

解析の対象とすることができる．当初は，実

験のしやすい，学生のカジュアルなダンスか

ら始め，順次，伝統的な舞踊を対象とする． 

これらの身体動作データを対象とする研究テ

ーマとしては以下のようなもの対象とした． 

（１） 複数の演技者等の動作の関連性の解析 

（２） 祭礼・演劇・舞踊等のデジタル博物館  

（3）仮想ダンスコラボレーションシステムの構築 

（4）身体動作データベースの構築と動作の類似

性に基づくデータ検索 

（5）Labanotation による能の仕舞動作の記録と

再現 

（6）舞踊動作とその感性要素との関係抽出 

(7)舞踊等の身体動作教育支援システム 

 
４．研究成果 

（１）複数の演技者等の動作の関連性の解析  

 複数ダンサーによるストリートダンスのアップダ

ウン動作で，互いの空間位置による動作の違い，

引き込み現象について検証した．成果は学会で



発表を行った． 

（２）祭礼・演劇・舞踊等のデジタル博物館   

 京都祇園祭における山鉾巡行の様子を 3DCG, 

3D 音場再現の技術を利用した VR システムとし

て実現した．さらに実際の山鉾巡行の際の船鉾

の囃子舞台の揺れと振動の状態を囃子舞台に

取り付けた加速度センサーで計測，このデータ

をもとに，振動を 6軸振動再現システムで再現し，

3D による映像と音響に加えて振動も与えた，仮

想山鉾巡行体験システムを実現した．このシス

テムについては，国内外の学会において報告し，

注目を集めた．2013 年に行われた国際会議で

は，関連の発表に対して，Best Paper Award を

授与された．一般市民向けのデモ展示も行い，

多数の観客が体験し，良好な評価を得た．  

（３）仮想ダンスコラボレーションシステムの構築 

 CG による仮想ダンサーと実際の人間のダンサ

ーとがダンスのコラボレーションを行うシステムの

実現を目標とした．ここでは，人間のダンサーの

ダンスステップの認識，ダンス動作の感性的ファ

クターの抽出，仮想ダンサーの踊るダンスステッ

プの感性的修飾，伴奏音楽からの感性的特徴

抽出などが課題となる． 

基本的な各機能の開発と検証はでき，論文と

して発表した．現時点では統合されたシステムと

しては完成していないが，この成果を元に，完成

させ実証実験と評価を行う予定である． 

（４）身体動作データベースの構築と公開 

 計測した各種の身体動作データの公開を行う

ための基礎技術の開発を行い，すでに，データ

ベースは稼動させているが，データの整理，公

開の対象の設定などの作業が遅れている．また，

検索機能として，動作の類似性に基づくデータ

検索の手法について，新しい方法を提案し論文

として発表した． 

（５） LabanEditor の機能向上 

能の仕舞の「形」の動作を個別に記録したノ

ーテーションを時間的につなぐことにより，仕舞

動作 を再現す る こ と が 可能にな っ た ．

Labanoation が日本の伝統的・古典的な身体芸

術に応用できることを示し，この成果は，論文お

よび国際的な学会 SIGGRAPH にて発表した． 

 能のようなある特定のジャンルの演技者が身に

つけている舞踊の技能を想定し，このジャンル

の舞踊であれば，動作記述は大雑把なものであ

っても，実際の身体動作は規範に則った形をと

るということを前提として，比較的単純な記譜で，

そのジャンルの舞踊の形を再現するためのシス

テムの開発を行った．この機能を Autonomous 

Dance Avatar と命名し，論文誌の論文および

国際学会で発表した． 

LabanEditor システムの公開についての要望

も多く，現在マニュアル等の準備を進めている． 

(6) 舞踊動作と感性 

 舞踊動作が伝えようとする感性的ファクターが

どのような身体動作の特徴によって得られるか，

をいくつかの方法に基づいて，検討した．特に

喜びの感性的表現の場合について得られた結

果を国際会議において発表している． 

（7）舞踊等の身体動作教育支援システム 

 初等中等教育で取り上げられることになった，

ストリートダンスなどの舞踊教育を行う教育者を

支援するための動作解析の研究を行った． 
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